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【企業・自治体へのＰＲ】
〇
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■研究テーマ
・静岡県国保データベース（SKDB）を用いた疫学研究
・口腔と全身の健康に関するエビデンス創出のための研究
・健康寿命延伸のための市町別生活習慣等のモニタリング
・ICD-11（国際疾病分類第11版）の特性を生かした地域連携クリティカルパスの開発

■キーワード
疫学、医療統計学、国際疾病分類（ICD）

県 内 委 員 ・静岡市アドバイザー（2024.4.1-2025.3.31）
・静岡県歯科保健医療提供体制分析・活用事業ワーキング・グループ委員（2024.7.1-

2025.3.31）
・伊豆の国市歯と口腔の健康づくり推進委員（2025.4.1-2027.3.31）

県 内 講 演 等 ・令和５年度歯科公衆衛生研修会（オンライン開催）講師（2023.5.25）
・静岡県賀茂健康福祉センター令和５年度健康づくりリーダー研修会（2023.8.25）
・一般社団法人静岡県歯科医師会役員・群市区歯科医師会役員会合同協議会講演会
 （2023.9.24）
・静岡県健康福祉部令和６年度歯科保健医療提供体制分析・活用事業報告会講演
 （2024.6.11）
・静岡県賀茂健康福祉センター令和６年度地域保健福祉活動研修会での講話（2025.2.28）
・公益社団法人静岡県看護協会県民講演会講師（2025.5.24）
・県民の日健康福祉交流プラザまつり歯科予防に関する講演（2025.8.24）

主 な 活 動 ・静岡県・静岡社会健康医学大学院大学「口腔と全身の健康に関するエビデンスコラム集」
　「お口のケアと歯の治療リーフレット①～③」編集

経 歴 ・昭和大学歯科補綴学講座兼任講師（2017年4月-現在）
・国立保健医療科学院保健医療情報政策研究センター客員研究員（2017年4月-現在）
・静岡県立総合病院リサーチサポートセンター統計解析室（2020年4月-2021年3月）
・防衛医科大学校防衛医学研究センター助教（2017年4月-2020年3月）
・国立保健医療科学院研究情報支援研究センター研究員（2015年4月-2017年3月）

共同研究のシーズ ・静岡県国保データベース（SKDB）
・定期的歯科受診に関連する因子の探索のための県民対象ウェブ調査データ
・健康寿命延伸のための市町別生活習慣等のモニタリング研究における「食と生活習慣調

査」データ

【企業・自治体へのＰＲ】
〇医療ビッグデータ解析を通じ、疾病の早期発見・予防および治療効果の評価

に関する研究に取り組んでいます。併せて、地域の健康課題の抽出や施策評
価も行っています。

〇企業・自治体が保有するデータの分析・利活用を支援します。データの適正
な取り扱いや解析手法について、実務に即した研修等も承ります。

〇県民の口腔の健康維持・向上に向け、オーラルヘルスプロモーションの推進
に尽力しています。（講演テーマ「歯みがきは裏切らない」）

佐藤 洋子 Yoko Sato
学　位：博士（医学）
資　格：歯科医師
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■研究テーマ
・地域在住高齢者のライフイベント（退職・罹患・災害等）が影響を与える食行動や栄養状態の変化に関す

る研究
・地域在住高齢者に対する行動科学に基づいた栄養教育
・地域活動の参加による社会的ネットワークと健康に関する研究
・しずおか研究（静岡多目的コホート研究事業）

■キーワード
栄養疫学，栄養教育，行動科学，ヘルスプロモーション，フレイル，ライフスタイルの変化，地域在住高齢者
Nutritional epidemiology, Nutrition education, Behavioral Sciences

県 内 委 員 ご用命ください。

県 内 講 演 等 ご用命ください。

主 な 活 動 ・日本健康教育学会 若手の会委員長
　https://nkkg.eiyo.ac.jp/cn3/corner341/pg1022.html
・一人暮らしの高齢者向け会食会の献立作成

経 歴 ・静岡社会健康医学大学院大学, 客員研究員（2024年4月-2025年8月）
・高崎健康福祉大学, 講師（2024年4月-2025年8月）
・お茶の水女子大学, 非常勤講師（2023年10月-2025年3月）
・日本学術振興会特別研究員, 特別研究員DC（2023年4月-2024年3月）
・米国ミネソタ大学，University of Minnesota, visiting scholar（2020年3月-2022

年12月）

共同研究のシーズ ・高齢者・中高年向け栄養設計
・防災×食支援のソリューション
・持続可能な食と健康の取り組み
・地域福祉・地域包括ケアに根ざした食に関する施策立案
・共同研究・データ活用（コホート研究やアンケート調査に基づく科学的エビデンス提供,

自治体や地域と連携したフィールド実証型共同研究への参加など）
・健康経営・ウェルビーイング分野での従業員向け栄養改善プログラム設計

【企業・自治体へのＰＲ】
〇栄養疫学，栄養教育を専門とし，食を介して人々の健康の支援に資する研究

に取り組んでいます。
〇講演・研修も承ります。健康・栄養をテーマとした企業研修・社内講演，フ

レイル予防や介護予防をテーマとした一般向けセミナー講師　など

学　位：博士 ( 生活科学 )

佐藤 清香 Sayaka Sato 
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〇地域在住高齢者を対象とした栄養教育で用いた教材例

〇一人暮らしの高齢者向け会食会の献立例
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高齢社会の中で、精神と身体を健やかに保つ健康寿命の
延伸が命題となっています。病気の原因の解明に加え、科
学的根拠に根ざした対策の提言とその効果の実証、社会全
体の対策としての実装化が必要であり、何れも社会健康医
学の重要なテーマです。

私は医学部で長く血栓形成・溶解機構を研究してきまし
た。血栓形成は止血に不可欠な生理機構で、その機能不全
は異常出血を来します。一方血栓形成の制御機構や溶解機
構の異常では、脳梗塞や心筋梗塞等の血栓症を引き起こし
ます。例えば、肥満や脂質異常症のような生活習慣病では
血栓溶解能が低下し血栓症のリスクが高まるのです。逆に
生活習慣の改善や有酸素運動の継続により溶解能は向上し、
これらの怖い病気を予防できます。近年これらの血栓症発
症の分子機構の解明や予防法の確立は進みましたが、他の
多くの疾患同様研究成果の実社会への還元は不十分です。
コホート研究やビッグデータを用いて実社会でのデータを
集積しつつ、ヘルスコミュニケーション学や行動医科学等
の社会健康医学の専門技術を駆使して、広く一般社会での
血栓症予防に繋げるべく努力しております。

効率的な実装化には多くのプレイヤーの参画も必要です。
今、医療や健康分野で産官学の協調が期待されております
が、残念ながら本学の推進する研究にはまだ十分な参画が
得られておりません。本冊子に示したように、本学は医学
研究や実社会でのビッグデータの解析等、エビデンスに基
づいた研究成果を発信し続けています。ぜひ産業分野の方々
にもご参画いただき、協調して社会健康医学の実践による
健康社会の実現に貢献できればと願っております。

今、健康社会の実現にはさまざまな方法で貢献することができます。
私自身、研究者・医師として活動とは別に、ラグビーの安全な普及活動に関わっています。関西ラグビー

協会及び静岡県ラグビー協会医務委員として、重篤な頭頸部外傷の予防、熱中症の予防等を通じてラグビー
選手の健康と安全を守る活動を続けています。２０１９年に開催されたラグビーワールドカップでは静岡
袋井エコパスタジアムの４試合でマッチドクターを担当しました。現在もジャパンラグビートップリーグ

「LEAGUE ONE（リーグワン）」の静岡ブルーレヴズの主催試合や中高生の試合で怪我の対応や脳震盪の
重症化予防に関わっています。またラグビー協会は以前から熱中症の啓発活動を続けており、私も中学生
やスポーツ指導者、また最近では市民や企業の方を対象に、スポーツ時や労働環境下での「熱中症予防」 
について講演しています。健康社会の実現にはさまざまな方面からの貢献が必要です。専門である生理学
の知見を活かし、スポーツ選手や中高生、市民の皆様の体調管理や安全対策に貢献できることを大変幸せ
に思っています。

皆さんも、本学で社会健康医学を学んでみませんか？本学ではいろいろな職種の方に入学を薦めていま
す。社会人の方がそれぞれの専門性を伸ばし、同時に他分野の知識と技術を獲得するための reskilling の
場として、金曜日午後と土曜日のみに開講される本学は最適と自負しております。本学教職員一同で皆さ
んの新たな挑戦を支援したいと思います。

以上、理事（教育研究担当）の立場からの宣伝でした。

巻末言

浦野 哲盟　Tetumei Urano
理事（教育研究担当） /副学長

1981年 浜松医科大学医学部卒
米国ノートルダム大学研究助手等を経て､
2001年から浜松医科大学医生理学（旧第
2生理学）講座教授
2016年から同副学長および図書館長を兼務
2021年から同名誉教授､十全オアシスク
リニック院長
専門は､生理学･血栓止血学


